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令和４年度第２回垂井町英語教育推進協議会

令和５年１月３１日（火）
🄫垂井町教育委員会 学校教育課

１ 今年度の英語教育の歩み

垂井町小中学校外国語教育部会

■実施日：5/25、10/11、1/10（年3回）
■構成員：顧問校長、各校担当者1名、ＡＬＴ、指導主事（計１５名）
■内 容：
・Taruish検定（ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ課題）の見直し、協議
・英語教育実施状況調査結果の共有
・小小間オンライン交流、ダブルＡＬＴ授業の実施準備

🄫垂井町教育委員会 学校教育課

●表佐小・宮代小・合原小間オンライン交流
・・・第１回１月３０日（月）１０：４５～、第２回２月９日（木）１０：４０～
●垂井小・東小間オンライン交流・・・３月１４日（火）１０：３０頃～
●北中学校区３校間オンライン交流・・・３月１５日（水）１３：３０頃～

１ 今年度の英語教育の歩み

【今年度の主な研究目標】

①児童生徒が自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動の充実
②小学３，４年生における「書くこと」の指導とローマ字指導
③学習者用デジタル教科書やICTを効果的に活用した指導の工夫
④ALTの効果的な活用（豊富な経験知と高い指導力を活かした授業づくり）
⑤小小間交流、他校種との交流、海外交流等

垂井町英語教育推進事業

【町統一の研究テーマ】
言語活動を通して、「学ぶ喜び」を実感しながら

主体的にコミュニケーションを図る児童生徒の育成

１ 今年度の英語教育の歩み

垂井町英語教育推進事業

【一年間の主な歩み】
４月２８日（木）第１回垂井町英語教育推進協議会
８月２５日（木）岩手小学校指導案検討会
９月２１日（水）北 中学校指導案検討会
１０月 ６日（木）府中小学校指導案検討会
１０月２７日（木）岩手小学校公表会
１１月２９日（火）府中小学校公表会
１２月１５日（木）北 中学校公表会
１月３１日（火）第２回垂井町英語教育推進協議会

🄫垂井町教育委員会 学校教育課
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２ 今年度のまとめと今後の方向

垂井町英語教育推進事業

①「実の場」や「オーセンティック（真実性のある）」な言語活動を単元に位置付け
るとともに、単元の導入から終末まで見通しをもって指導計画を工夫することで、
児童生徒は主体的に学習に取り組んだり、思考力・判断力・表現力等を高めた
りすることができる。

例）アンケート結果を教室内の掲示物に生
かす。

例）単元導入時に、給食センター職員から
依頼があることで動機付けを図る。

例）同年代の外国人による講演会の様子
を視聴し、目指す姿の共有を図る。

🄫垂井町教育委員会 学校教育課

２ 今年度のまとめと今後の方向

垂井町英語教育推進事業

②外国人指導助手（ALT）が、アシスタントの域を超えて、T１と同様に授業づくり
に参画することで、児童生徒がネイティブの発音や外国の文化に触れる機会が
増え、質の高い学習に取り組むことができた。

例）小学３・４年生から、帯活動としてア
ルファベットに慣れ親しむ活動を行う。

例）学習活動に応じて、ALTがT1として
全体指導したり、T2としてモデル提
示や個別指導したりする。
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２ 今年度のまとめと今後の方向

垂井町英語教育推進事業

③アンケート、インタビュー、プレゼンテーション、小小間のオンライン交流等、１人１
台端末をコミュニケーションツールとして活用することで、児童生徒がより多くの
情報を即時的に収集できたり、情報を精査して発表したりするなどして、思考
力・判断力・表現力等の向上を図ることができた。

🄫垂井町教育委員会 学校教育課

例）口頭で１人１人にインタビューするのは収集できる
情報量に限界があるが、Microsoft Teamsを活用
することで、即時的に多数の情報を収集できる。

例）令和４年度は、全小学校が３つのグループに分か
れて、オンライン交流を実施する予定である。内容は、
自校の誇りの交流、中学校入学に関する質疑応答
等である。

２ 今年度のまとめと今後の方向

🄫垂井町教育委員会 学校教育課
小中学校外国語教育部会で成果の共有、「垂井町ならでは」の外国語教育の推進

H20～R2

•垂井町英語講師を中心に、町の英語

教育カリキュラム整備

H2９～Ｒ元

•垂井小学校、県及び町指定の英語教

育公表会の実施

R４

•北中校区英語教育推進事業の実施

•ＡＬＴ３人体制に拡充

【今年度の成果から】
・「本物（実の場）」の位置付
けと、それに向けた単元構成
・ＡＬＴの積極的な授業参画
・コミュニケーションツールとし
ての ＩＣＴ活用

【文科省調査官から】
・単元の終末に「本物（実の
場）」の位置付け


